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     研究課題 「本県におけるダウン症児・者の足部変形予防プログラムの
開発に関する研究」 

   

  ○研究代表者 理学療法学科助教  金井欣秀 
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理学療法科 理学療法士 松田真由美 （ 11 名）  

   

  ○研究年度  平成３０年度 
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 １．研究目的 

    （１） ダウン症児・者の足部をはじめとした身体の現状を理解するために現状把握を行う。 

（２） 診療で行っているダウン症児・者の足部・下肢骨格のレントゲン撮影に代わり，放射線の被曝を伴わ
ない非侵襲的な方法で簡便かつ客観的に足部の変形をとらえる方法を開発する。 

（３） ダウン症児・者の扁平足に伴うと考えられる足部・膝・股関節の変形や異常歩行の発生機序について
運動学的な手法によって問題点を明らかにする。 

（４） 扁平足の治療のために足底板（靴のインソール）を挿入することによって，変形の危険性を回避し，
異常歩行の改善を試みる。 

 

 ２．研究方法  

    平成30年度の研究 

   （１） インソール装着の有無によるダウン症児・者の足部レントゲン像の変化について 

     茨城県立医療大学付属病院を受診したダウン症児・者の中でインソールを処方された者について撮影
されたレントゲン像を二次利用し、後方視的に調査を行った。裸足およびインソールを挿入した靴の条件
で撮影された足部レントゲン像の取得項目は、Calcaneal pitch, talo-1st metatarsal angle, 距踵角等のデ
ータを取得した。各パラメータについて2条件下での比較を行い、インソールの効果を検証した（現在投
稿作業中）。 

  （２） 非侵襲的で簡便かつ客観的にダウン症児・者の足部の変形をとらえる方法の開発について 

     ダウン症児・者の足部の測定を行い、非侵襲的な方法での足部測定における信頼性について検証を行
った。測定指標は足長・舟状骨高とした（in press）。 

  （３） 測定するべきダウン症児・者の足部指標の検討について 

     茨城県立医療大学付属病院を受診したダウン症児・者について撮影されたレントゲン像を二次利用し、
後方視的に調査を行った。測定条件は裸足であり、足底面から横倉法に基づく距骨・舟状骨間の関節
中央点までの高さ（以下、舟状骨高）、足底面から内果端・外果端までの距離を測定し、相関関係を確認
することで、放射線に被曝されない簡便的で非侵襲的な体表からの足部評価法を確立するための資料
とすることを目的とした（現在投稿作業中）。 

 

 ３．研究結果 

   （１） インソール装着の有無によるダウン症児・者の足部レントゲン像の変化について 

         17名34足に対して調査を行った。平均年齢は10.1 ± 6.1歳であった。裸足時・インソールを挿入した靴
使用時の間でtalar-first metatarsal angle (p < .001), the modified talar declination angle  (p = .001), 横倉
法R, C, N, L測定値 (それぞれ p = .033; .001; .004; .001), the first-fifth metatarsal angle  (p < .001), 



HV angle (p < .001)において有意差が見られた。インソール入りの靴使用時にHV angleにおいては
有意に悪化し、それ以外の指標では改善が見られた。 

   （２） 非侵襲的で簡便かつ客観的にダウン症児・者の足部の変形をとらえる方法の開発について 

       27名27足（男性16名、女性11名）の測定を行った。男性ダウン症児・者のアーチ高率は14.8 ± 4.1、女
性団症児・者のアーチ高率は13.5±2.4であった。1人の検者による3回のアーチ高率（足部舟状骨高さ/足
長＊100）測定により、高い検者内信頼性を示した（ICC(1,3) = .997; p < .001）。 

   （３） 測定するべきダウン症児・者の足部指標の検討について 

      17名17足に対して調査を行った。平均年齢は13.5 ± 6.4歳であった。舟状骨高と、内果端・外果端まで
の有意な相関が確認された（それぞれ r = .89, p < .01; r = .91, p < .01）。 

 

 ４．考察（結論） 

   （１） インソール装着の有無によるダウン症児・者の足部レントゲン像の変化について 

       インソールの装着により、扁平足が改善されたが、一方でHV angleは悪化した。レントゲン画像の確認
により、これは靴の前足部の形に影響を受けた可能性があるため、今後は靴の形状についても検討して
インソールを使用する必要がある。 

 

  （２） 非侵襲的で簡便かつ客観的にダウン症児・者の足部の変形をとらえる方法の開発について 

       アーチ高率という非侵襲的な足部評価法の検者内信頼性が示された。一方で、対象を知的障害児・者
とする場合に姿勢の再現には注意を払う必要があると考えられた。 

 

  （３） 測定するべきダウン症児・者の足部指標の検討について 

       従来のレントゲン横倉法による足部内側アーチの評価では、舟状骨を骨指標として用いた。しかし、放
射線による被曝をなくし、非侵襲的な体表からの足部の評価法を確立するためには体表から触知しにく
い舟状骨を用いるよりも触知しやすい内果を骨指標として用いる方法で代替できる可能性が示された。 
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６．その他の活動 

（１） 月に1回の定期ミーティング 

（２） インソールの有無によるダウン症者の運動学的・力学的指標を用いた歩行解析におけるPilot Study 

（３） 地域障害者施設、障害児・者の支援者に対する研修の実施 

      2019年2月 （茨城） 

 

７．今後の研究計画（2019年度） 

（１） ダウン症児・者の体力・ADLレベルについて調査を行う。 

   （２） 非侵襲的な足部評価方法の開発のため、レントゲン評価および直接的な方法での足部指標データの
収集・解析をさらに進める。 

   （３） ダウン症児・者の運動学的評価を進め、その歩行について解析していく。 

（４） ダウン症児・者をサポートする地域の団体・施設向けに足部のケアについて出張講義を行う。 

（５） ダウン症児・者への対応についてシンポジウムを開催する。 

 


